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MESHSTATS https://www.meshstats.xyz/meshstats/

・世界メッシュコードに基づく全世界規模でのメッシュ統計用Data as a Service (DaaS)
・各種データの収集および世界メッシュ統計データの半自動生成を可能とする
・クラウドベースでのデータ分析可視化機能（GUI)と機械判読可能なAPIを有する

科学技術振興機構さきがけ「ビッグデータ統合利活用のための次世代基盤技術の創出・体系化」（研究総括：喜連川優、副総括：柴山悦哉）
平成２５年度採択「グローバル・システムの持続可能性評価基盤に関する研究」（研究代表者：佐藤彰洋；Grant Number: JPMJPR1504）の
研究成果

世界メッシュコード体系



統計情報可視化システムMESHSTATS
機能の紹介

GUI機能 基本機能 人口、労働者数、標高・傾斜度、土地利用、夜間光など

ハザード推計機能 人口、労働者数、標高・傾斜度、土地利用、夜間光、災害ハザードなど

宿泊プランメッシュ 宿泊プラン数、稼働率、平均価格、推計売上など

求人広告メッシュ 広告数合計、小売り、飲食、製造業、接客、輸送、軽作業など

宿泊旅行統計 延べ宿泊者数、宿泊容量、日本人延べ宿泊者数、外国人延べ宿泊者数
など

鉄道駅周辺集計 約２０，０００駅に渡る駅周辺の駅別集計結果

航空輸送 国際線航空輸送量の推計

Web
API機能

基本機能 人口、労働者数、標高・傾斜度、土地利用、夜間光など

ハザード推計機能 人口、労働者数、標高・傾斜度、土地利用、夜間光、災害ハザードなど

宿泊プランメッシュ 宿泊プラン数、稼働率、平均価格、推計売上など

求人広告メッシュ 広告数合計、小売り、飲食、製造業、接客、輸送、軽作業などなど

宿泊旅行統計 延べ宿泊者数、宿泊容量、日本人延べ宿泊者数、外国人延べ宿泊者数



現在のメッシュ統計の種類

• ５００種類以上のメッシュ統計データが最大で利用できます

•利用可能なメッシュ統計の種類は国勢調査、経済センサス、医療機
関診療科、地質図、ハザード、宿泊旅行統計調査、求人広告、宿泊
プラン、衛星データ（標高、土地利用、夜間光）など多岐にわたりま
す。

•利用可能なメッシュ統計データの凡例は色テーブルから確認できま
す



Web APIの使い方について

MESHSTATS
BIやRなどの
分析

ツールで利用

プログラムで
データを収集
してデータ
マート化

ビュー

データマート化
Webアプリ

独自データとのマッシュアップ

MESHSTATS
Web API



ログインします



Web APIを使う方法
Your APIをクリックします



Your API

APIキー、利用可能なAPI機能とエンドポイントとWebAPIのオプションが表示されます

デフォルトで利用できるのが
fxapiのみです。

それ以外のAPI機能を利用

したい場合はお問合せくださ
い

お問合せ先：
ahsato@yokohama-cu.ac.jp



Web APIの呼び出し

Endpoint:

https://www.meshstats.xyz/meshstats/api.php?latitude=34.997378737
7006&longitude=135.780029296875&distance=10&func=default&lang
_type=ja&currency_unit=JPY&key=Ekela9439343da3

latitude: 正方形の中心緯度
longitude: 正方形の中心経度
distance: 正方形の大きさ
func: 呼び出す機能
lang_type: 言語設定
currency_unit: 通貨設定
key: ユーザー固有のAPIキー

(latitude, longitude)

distance

distance



Web APIを使ったビューの例

https://www.fttsus.jp/tableau/

Tableau Web Data Connector

を使って基本メッシュを取り込
むためのビューです

https://www.fttsus.jp/tableau/


デモ

①Tableauを起動します

②Web Data Connectorを選択します

③簡易ブラウザにURLを入力します

https://www.fttsus.jp/tableau/

④地図上でデータを取り出す位置を決定します

⑤世界メッシュコード検索をクリックするとデータの取得が開始されま
す

⑥データが取得された後Go get it!をクリックします

⑦Tableauにデータが読み込まれます

https://www.fttsus.jp/tableau/


相関分析の事例

• MESHSTATSの回帰分析機能を用います

①2010年人口（人）と2015年人口（人）を選択します
②Scatterのタブを押します

2010年人口と2015年人口の散布図に対する
回帰直線を描きます

ポイントをクリックします



ポイントに対応するメッシュのマップに
ピンが表示されます

ポイントをクリックします
豊洲周辺



労働者数2011年と2014年を比較します

JR大崎駅の西側 労働者数が大きく増加した場所が
見つかります



線形回帰を用いた
外れ値検出アルゴリズム
①n個の２組のメッシュ統計の値(xi, yi)から回帰直線 y=ax+bを求める

②求めた回帰直線と各点の２乗誤差を求める

Ei = (yi – axi + b)2

③2乗誤差の大きい順に並べる

E(1), E(2), …, E(n)

③誤差が顕著に大きい値の組みを選択して、それらのメッシュ番号を
特定する

(x(1),y(1)), (x(2),y(2)), (x(3),y(3))→m(1), m(2), m(3)

④特定したメッシュ番号を地図上でスポットする



外れ値検出をすることから
データストーリーテリングへ

•データ駆動的な探索的データ分析により発見された場所が
どのような状況の場所であるかについてストーリー（仮説）
を作ってみる

•特徴的な場所に共通するストーリー（仮説）から着目する
メッシュ統計の変化がどうして生じているかについて思いを
巡らしてみる

•回帰分析の結果と共にストーリーを１枚のスライドにまとめ
てみることで、データストーリーテリングを行うことは、定量
的な仮説設定を行い議論を活発にできる可能性を有する


